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基
本
取
り
組
み
姿
勢�

国
土
交
通
省
と
東
京
都

で
は
、東
京
外
か
く
環
状

道
路（
関
越
道
〜
東
名
高
速
間
）

に
つ
い
て
、
計
画
の
初
期
段
階

か
ら
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
会
議
な

ど
の
場
を
通
じ
て
幅
広
く
意

見
を
聴
き
な
が
ら
、そ
の
必
要

性
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。�

　
現
在
、
高
架
構
造
か
ら
地

下
構
造
へ
の
都
市
計
画
変
更

手
続
き
を
進
め
て
い
る
段
階

で
す
が
、
渋
滞
緩
和
等
の
観

点
か
ら
の
必
要
性
を
認
識
し

て
頂
く
と
と
も
に
、
地
下
方

式
を
基
本
と
す
る
計
画
案
に

つ
い
て
、一
定
の
評
価
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。�

　
今
後
、
沿
線
地
域
住
民
の

安
全
と
安
心
の
確
保
、
良
好

な
自
然
及
び
生
活
環
境
の
維
持
、

地
域
の
活
性
化
や
利
便
性
向

上
等
の
視
点
か
ら
の
共
通
課

題
に
つ
い
て
、沿
線
区
市
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
の
み

な
さ
ま
の
意
見
を
十
分
に
聴

き
な
が
ら
、検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。�

�

　
沿
線
区
市
の�

　
ま
ち
づ
く
り
等
へ
の
協
力�

外
環
の
整
備
と
と
も
に

周
辺
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
保
、

環
境
へ
の
配
慮
等
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。�

　
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
は
、

沿
線
区
市
を
始
め
地
域
の
み
な

さ
ま
か
ら
の
具
体
的
な
提
案
を

十
分
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
、

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
必

要
な
支
援
、協
力
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。�

���

　
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
周
辺
の�

環
境
整
備
に
つ
い
て�

外
環
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ（
I
C
）開
設
時
ま
で
に
、

周
辺
道
路
整
備
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
、ま
た
事
業
主

体
側
の
責
任
に
お
い
て
ど
こ

ま
で
整
備
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
、
明
ら
か
に
す
べ
き

で
あ
る
。�

I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び

周
辺
の
交
通
分
散
を
図

る
た
め
、
周
辺
道
路
整
備
等

を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
中
略
）
今
後
、
沿
線
区
市
及

び
関
係
機
関
と
協
議
・
調
整

を
図
り
、
外
環
に
関
連
し
て

整
備
の
必
要
性
の
高
い
周
辺

道
路
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、

沿
線
住
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
事
業
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。�

�

　
外
環
計
画
に
よ
り�

　
影
響
を
受
け
る
事
項
や�

　
今
後
の
取
り
組
み
の�

　
流
れ
に
つ
い
て�

外
環
の
計
画
は
、
各
区

市
が
行
う
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
し
て
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、そ
の
円
滑
か
つ

効
果
的
な
進
捗
を
図
る
上
で
、

補
助
制
度
の
拡
充
な
ど
十
分

な
手
当
て
が
必
要
と
考
え
る
。

各
区
市
が
行
う
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
支
援
策
や
協
力
体

制
、ま
た
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
さ

れ
た
い
。�

外
環
の
整
備
に
合
わ
せ

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
、
沿
線
地

域
の
安
全
性
や
快
適
性
の
向
上
、

環
境
改
善
に
寄
与
し
、地
域
の

活
性
化
を
図
る
上
で
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
区

市
が
主
体
的
に
進
め
る
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、円

滑
か
つ
効
率
的
な
進
捗
を
図

る
た
め
、ま
ち
づ
く
り
の
構
想

段
階
か
ら
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
設
立
す
る
場
合
に
お
け

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
計

画
立
案
、
事
業
実
施
等
に
係

る
技
術
的
協
力
や
、
適
切
に

補
助
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

　
10
月
２５
日
、東
京
外
か
く
環
状
道
路

（
関
越
道
〜
東
名
高
速
間
、以
下
「
外
環
」

と
い
う
）の
計
画
変
更
案
に
関
す
る
外
環

沿
線
区
市
の
共
通
課
題
と
し
て
、
沿
線

６
区
市（
練
馬
区
、杉
並
区
、武
蔵
野
市
、

三
鷹
市
、調
布
市
、世
田
谷
区
）の
区
市

長
か
ら
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
あ
わ
せ
て
「
外
環
計
画
に
お
け
る
諸

課
題
の
解
決
に
つ
い
て（
要
望
）」
が
出
さ

れ
、
国
土
交
通
省
と
東
京
都
は
１１
月
２７

日
、沿
線
６
区
市
に
対
し
回
答
し
ま
し
た
。�

　
主
な
回
答
等
を
抜
粋
し
て
紹
介
し

ま
す
。�

６区市長による共同声明（10月25日、東京自治会館）�

　
10
月
25
日
、外
環
沿
線

の
６
区
市
長
が
一
堂
に
会

し
、「
外
環
計
画
に
関
す

る
沿
線
区
市
長
共
同
声
明
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
声
明
で
は
、
渋
滞
緩
和

等
の
観
点
か
ら
の
必
要
性

を
認
識
し
、地
下
方
式
を

基
本
と
す
る
計
画
案
に
つ

い
て
一
定
の
評
価
を
行
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
一
方
で
、
地
域
の
か
か

え
る
課
題
に
十
分
配
慮

し
た
整
備
と
な
る
よ
う
地

元
自
治
体
と
十
分
協
議

す
る
こ
と
、
外
環
ノ
２
及

び
東
名
高
速
道
路
以
南

な
ど
の
未
整
理
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
、

沿
線
地
域
住
民
に
十
分

な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
最
大
限
の
情
報
提
供

を
行
い
理
解
を
求
め
る
こ

と
、ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

円
滑
か
つ
効
果
的
な
進
捗

を
図
る
た
め
補
助
制
度
の

拡
充
な
ど
十
分
な
対
応

を
行
う
こ
と
な
ど
、
沿
線

地
域
の
共
通
課
題
に
つ
い

て
確
実
に
取
り
組
む
よ
う

国
と
都
に
対
し
要
請
さ

れ
て
い
ま
す
。�



提出された�
意見書�
計 2,483通�

環境全般�

大気質�

騒音、振動、�
低周波�

水循環、地形・�
地質、地盤沈下�

日照阻害、電波障害、�
廃棄物等�

動物、植物、�
生態系�

景観、史跡文化財、�
人と自然との�

触れ合い活動の場�

その他（環境以外）�

約900件�

約1,500件�

約900件�

約600件�

約10件�

約200件�

約100件�

約1,200件�

大分類�
意見書を項目区分毎に�
整理・分類した意見�
計約5,400件�

※都市計画決定権者が整理分類した件数であり、�
　提出された意見書数ではありません。�

��「
地
下
水
へ
の
影
響
が�

  

懸
念
さ
れ
る
」�

↓
　
浅
層
地
下
水
に
つ
い
て
は
、

環
境
保
全
措
置
と
し
て
地

下
水
流
動
保
全
工
法
を
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
影
響
は

極
め
て
小
さ
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
な
お
、事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
地
下
水
位
の
事

後
調
査
を
工
事
中
、工
事
後

に
お
い
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
民
間
の
井
戸
に
対
し
て

の
調
査
を
実
施
す
る
。�

「
都
市
部
の
貴
重
な�

  

緑
地
消
失
は
反
対
」�

↓
　
計
画
路
線
の
大
部
分
が

地
下
式
で
あ
り
、地
表
部
の

改
変
を
極
力
小
さ
く
す
る

構
造
と
し
て
い
る
。ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン（
J
C
T
）部
や
I
C

部
で
一
時
的
に
緑
の
量
が
失

わ
れ
る
が
、同
程
度
以
上
の

緑
の
量
の
回
復
を
図
る
。�

�「
換
気
所
に
は
、�

大
気
汚
染
に
対
す
る�

十
分
な
措
置
が
必
要
で
あ
る
」�

↓
　
供
用
直
前
の
換
気
所
周

辺
大
気
質
の
環
境
基
準
達

成
状
況
に
つ
い
て
十
分
把

握
し
、
最
新
技
術
の
換
気

所
へ
の
適
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
。�

�「
周
辺
地
域
の
環
境
を�

  

保
全
し
な
が
ら�

  

外
環
の
早
期
整
備
を
」�

↓
　
地
元
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
環
境
影

響
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

計
画
路
線
の
早
期
完
成
を

図
る
よ
う
努
力
す
る
。�

意
見
及
び
見
解
の
例�

環
境
影
響
評
価
準
備
書
へ
の

住
民
意
見
に
対
す
る
都
市
計

画
決
定
権
者
の
見
解
を
と
り

ま
と
め�

　
都
市
計
画
（
変
更
）
案
及
び

環
境
影
響
評
価
準
備
書
が
公
告
・

縦
覧
さ
れ
て
以
降
、準
備
書
に

対
し
て
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
提
出
さ
れ
た
住
民
意
見
の

概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
都
市

計
画
決
定
権
者
の
見
解
が
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。�

環
境
影
響
評
価
審
議
会
を
経
て

知
事
意
見
を
と
り
ま
と
め�

　
環
境
影
響
評
価
審
議
会
に

お
い
て
、
準
備
書
の
審
議
が
行

わ
れ
、準
備
書
に
対
す
る
住
民

意
見
や
区
市
長
意
見
な
ど
を

勘
案
し
て
、知
事
の
意
見
が
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。�

 �環
境
影
響
評
価
書
を
作
成
し

環
境
大
臣
の
意
見
聴
取
へ�

　
知
事
の
意
見
を
踏
ま
え
て

環
境
影
響
評
価
書
が
作
成
さ

れ
、評
価
書
に
対
す
る
意
見
を

求
め
る
た
め
１１
月
１６
日
に
国

土
交
通
大
臣
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
評
価
書
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
大
臣
は
環
境
大
臣

の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
１１

月
２４
日
に
環
境
大
臣
に
送
付

し
ま
し
た
。�

�
今
後
の
手
続
き
の
流
れ�

　
今
後
、国
土
交
通
大
臣
は
環

境
大
臣
の
意
見
を
勘
案
し
、評

価
書
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

大
臣
意
見
に
基
づ
き
、必
要
が

あ
れ
ば
、評
価
書
が
補
正
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 �

　
都
市
計
画
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
評
価
書
及
び
住
民
意
見
、

区
市
長
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

都
市
計
画
審
議
会
の
審
議
を

経
て
、都
市
計
画（
変
更
）が
決

定
さ
れ
る
流
れ
と
な
り
ま
す
。�

11月24日�11月16日�

　
環
境
影
響
評
価
準
備
書（
６
月
２
日
公
告
・

縦
覧
）に
対
す
る
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
書
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
住
民
等
か
ら

２
４
８
３
通
の
意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ら
の
意
見
の
概
要
と
都
市
計
画
決

定
権
者
の
見
解
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

住民等の意見� 住民等の意見�

区市長の意見�

都民の意見を聴く会�

区市長の意見�

環境影響評価準備書の公告・縦覧� 都市計画(変更)案の公告・縦覧�

意見概要及び都市計画決定権者の�
見解作成�

環境影響評価書の作成�

環境影響評価書の補正� 都市計画審議会�

国土交通大臣の同意�

都市計画（変更）決定�

都市計画（変更）の告示・縦覧�環境影響評価書の公告・縦覧�

環境影響評価審議会�

知事の意見�

国土交通大臣の�
意見�

国土交通大臣の�
意見�

環境大臣の�
意見�

環境大臣の�
意見�

諮問� 答申�

現在の�
段階�

9月16日�

8月9日�

～7月18日�

6月2日� 6月2日�

～7月18日�

～10月10日�



●
地
下
水
流
動
保
全
工
法
に�

　
つ
い
て�

　
地
上
部
と
地
下
部
を
接
続
す
る

掘
割
構
造
区
間
で
は
、何
も
対
策
を

講
じ
な
い
場
合
、浅
層
地
下
水
を
遮

断
す
る
た
め
、水
位
変
動
に
よ
る
水

環
境
の
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。こ
の
対
策
の
た
め
に
「
地

下
水
流
動
保
全
工
法
」
を
採
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
地
下
水
流
動
保
全
工
法
の
概
要

を
図
１
に
示
し
ま
す
。
本
工
法
は
、

地
下
水
を
集
め
再
び
地
盤
に
還
元

す
る
た
め
の
「
集
水
涵
養
部
」
と
構

造
物
部
分
の
水
を
通
す
た
め
の
「
通

水
部
」
が
あ
り
ま
す
。
集
水
涵
養
部

の
構
造
と
し
て
は
、集
水
涵
養
機
能

付
き
土
留
め
壁
や
集
水
涵
養
パ
イ

プ
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
通
水
部
の

構
造
と
し
て
は
フ
ィ
ル
タ
ー
材
や
通

水
管
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
工
法
に

つ
い
て
文
献
〈
注
１
〉
で
は
１６
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、阪
和

自
動
車
道
の
事
例
で
は
、施
工
後
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

１０
年
経
過
後
で
も
機
能
し
周
辺
の

水
利
用
施
設
に
障
害
は
生
じ
て
い

な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
具
体
的
な
構
造
等
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
実
施
段
階
に
お
い
て
本
工
法

の
効
果
に
関
す
る
知
見
や
技
術
開

発
の
動
向
を
踏
ま
え
、現
場
条
件
等

に
応
じ
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
施

工
後
は
地
下
水
位
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
、通
水
機
能
を
確
保
す
る

た
め
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。�

�〈
注
１
〉
地
下
水
流
動
保
全
技
術（
2
0
0
6
年
１
月
　
地
下
水

地
盤
環
境
に
関
す
る
研
究
協
議
会
）�

�

●
八
の
釜
憩
い
の
森
、湧
き
水【
写

真
1
】の
代
償
措
置
に
つ
い
て�

　
外
環
は
極
力
大
深
度
地
下
を
活

用
し
た
計
画
と
し
て
い
ま
す
が
、車
輌

が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
構
造
を

確
保
し
て
既
存
の
関
越
自
動
車
道
、

外
環
自
動
車
道
と
接
続
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
等
か
ら
、八
の
釜
憩
い
の
森
、

八
の
釜
の
湧
水
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、こ
の
た
め
「
水
源
の
確
保
に
よ

る
水
辺
環
境
の
整
備
」や
「
動
植
物
の

生
息
生
育
環
境
の
整
備
」
な
ど
の
代

償
措
置
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
代
償
措
置
は
地
下
水
の

取
水
及
び
環
境
施
設
帯
等
の
空
間
の

利
用
等
に
よ
り
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
代
償
措
置
や

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、八
の
釜
憩
い
の

森
、文
化
財
等
の
所
有
者
、管
理
者
等

と
協
議
の
上
、地
元
住
民
等
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら 

検
討
を
進
め
ま
す
。�

�

水
辺
空
間
の
整
備
事
例
を【
写
真
２
】、

【
写
真
３
】に
示
し
ま
す
。�

　
写
真
２
は
、横
浜
横
須
賀
道
路
の

釜
利
谷
J
C
T
の
建
設
に
際
し
、ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
小
さ

な
生
き
物
が
棲
む
こ
と
の
で
き
る
代

替
地
と
し
て
「
ホ
タ
ル
水
路
」
を
整

備
し
た
事
例
で
す
。
整
備
１５
年
後
も

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
確
認
さ
れ
、樹
木
の

成
長
も
見
ら
れ
ま
す
。�

　
写
真
３
は
、千
葉
東
金
道
路
の
建

設
に
際
し
、ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
代
替
産
卵
池
を
整
備
し
た
事

例
で
す
。
整
備
１１
年
後
も
ト
ウ
キ
ョ

ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
確
認
さ
れ
、樹

木
の
成
長
も
見
ら
れ
ま
す
。�

�

�

か
ん
よ
う�

【写真2】 ホタル水路の整備事例�

【写真3】 代替産卵池の整備事例�

　
国
土
交
通
省
で
は
、新
た
な
建

設
技
術
の
活
用
を
念
頭
に
置
き
、

環
境
な
ど
地
域
へ
の
影
響
を
極
力

小
さ
く
し
な
が
ら
、
安
全
か
つ
工

期
短
縮
・
コ
ス
ト
縮
減
を
考
慮
し

た
構
造
・
施
工
方
法
、換
気
・
防
災

対
策
等
の
技
術
的
課
題
を
具
体

的
に
検
討
す
る
「
大
深
度
ト
ン
ネ

ル
技
術
検
討
委
員
会（
第
４
回
）」

を
平
成
１８
年
１２
月
１３
日
に
開
催

し
ま
し
た
。�

　
委
員
会
で
は
、大
深
度
ト
ン
ネ

ル
に
お
け
る
施
工
技
術
の
合
理
化
、

分
岐
合
流
部
の
施
工
技
術
開
発

状
況
調
査
の
必
要
性
と
調
査
内
容
、

ト
ン
ネ
ル
火
災
事
故
対
策
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
施
工
技
術
の
合
理
化
、

火
災
事
故
対
策
の
審
議
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。�

　
な
お
、今
後
も
引
き
続
き
委
員

会
を
開
催
し
、技
術
的
課
題
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

【
施
工
技
術
の
合
理
化
】�

・
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
は
、そ
の
特
性

か
ら
工
事
が
長
期
化
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
環
境
や

地
域
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
工

事
期
間
の
短
縮
に
向
け
た
施
工

技
術
の
検
討
が
必
要
。�

・
開
削
部
や
浅
い
シ
ー
ル
ド
の
施

工
技
術
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

地
下
水
対
策
を
考
慮
す
る
こ
と

が
必
要
。�

【
火
災
事
故
対
策
】�

・
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
い
る
外

環
の
特
性
を
踏
ま
え
、一
般
の
ト

ン
ネ
ル
の
火
災
事
故
対
策
の
基

本
的
な
考
え
方
に
加
え
、ト
ン

ネ
ル
の
上
部
に
居
住
し
て
い
る

方
の
安
全
に
も
配
慮
す
る
こ
と

が
必
要
。�

大深度トンネル技術検討委員会（第4回）�

【図１】 地下水流動保全工法について�

【写真１】 八の釜憩いの森・湧き水�

集水部�
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12月12日に開催されたPI外環沿線会議�

　
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
会
議
が
8
月
7

日
、
11
月
16
日
、お
よ
び
12
月
12
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
8
月
7
日
の
会
議
で
は
、６
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
都

市
計
画
案
及
び
環
境
影
響
評
価

準
備
書
に
関
す
る
説
明
会
と
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、準
備
書
に
対
し
て

住
民
等
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
書
の

取
り
扱
い
等
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。�

　
11
月
16
日
の
会
議
で
は
、外
環
の

地
上
部
街
路
（
外
環
ノ
2
）に
つ
い

て
「
今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
を
行

う
の
か
」「
外
環
本
線
の
検
討
を
最

優
先
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、今

後
の
P
I
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
事
業
中
や
事
業
後
も
Ｐ
Ｉ
は
継

続
す
べ
き
」「
外
環
の
地
上
部
街
路
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
問
題
、東
名
以

南
等
に
つ
い
て
も
話
し
合
う
べ
き
」

「
地
域
Ｐ
Ｉ
は
具
体
的
な
議
論
が

で
き
る
場
に
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
検
討

を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
12
月
12
日
の
会
議
で
は
、
各
委

員
が
都
市
計
画
変
更
案
に
対
し
て

意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
委
員
の
意
見
に
つ
い
て
は
、各
区

市
へ
伝
え
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。�
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